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簒哭 日本化攣研究盲編纂 毒理鱒 士眞 島 利 行

、 篭
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日本化學總覽は我が國 に於 て發表せ る理 ・工 ・醫 ・藥 ・農の諸學術方面 に:亙る

雜誌 ・報告書 ・特許公報等約500種 の原報 よ り化學關係の業績は總て迅速 に要點

を抄録報導す。一讃 よ く本邦化學 關係研究の報告及特許等の内容を容易且つ最 も

紹濟的に知 悉 し得べ く、研究家、實際家竝 に發明家の研究工夫 に稗盆 する處尠か

らざるべ しe毎 卷完eraる 「著者名及事物索引」を附 す、本總覽の活用上必要鮫

くべ が らざる もの に して 、蓋 し本誌 の一 大特 色 とす。 内 容 見 本 遞 猛

闇.崩 細 彌 幽 蜥 幽 舂・… 杜 ・會糶 ・方・蝣 分・
員

略

規

上 の 會 費 を添 へ て 直接 本 會 に 申込 まれ た し。

通齢 員の食費一 一tea(前 納 の事2囘 に分納可)次 の如 し

甲種(嚢 引及製本用表紙配布)1ｰ、・…0①tl乙 種(蛮 引配布)io.y80y

〔化學關係學會 員竝 に學生賭君に匡割 引す:甲 種9円nor乙 種8丙70緯 〕

」

待望の 日 本 化 學 總 覽 完備す

第 一 集 第 壹 卷 一第 七 卷(i9&)明 治ionよ り大正15年まで50年間

本邦に於て研究發表せる化學及闘 係學術の文厳及び發明者苦心の成果たる特許(特 許番

號No.1よ ゆ集録)の 内容を拔萃して集載せるものな り

第=集 第 壹 卷 一第 十 五卷(15冊)昭 和元年以後の文轍 抄録集

載す.昭 和2年 以來iv:.月發行せる融覧を分冊 したるものな り

定價各册¥12.50逡 料¥45

婁異 日本化學研 究會 塾囁轟蓋蟲雛 驫鹹


